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心と体のセルフケアハンドブックを作成 ❶～❷　新しい生活様式 ❸～❹ 　叙勲／まちの話題❺～❻
5月臨時市議会／市立病院医療職新規採用者募集❼　消費生活センターから ❽
PCB含有電気機器　他 ❾～❿　いま、市立病院では／健やかな毎日をおくるために⓫
人権シリーズ／おしえて！生困 ⓬　BOOKサロン ⓭　各種相談 ⓮

みくちゃんが体をリラックスさせて、「まほうの深呼吸」で心をリラックス！！
市内児童および生徒向けに「心と体のセルフケアハンドブック」を作成しました。
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眠れないときには
全身の力を入れて・ぬいて
３回繰り返して、リラックス！

心と体の　セルフケアハンドブックを作成

市内小・中学校、保育園・幼稚園の
子どもたちに配布します

家
で
も

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を

実
践
し
よ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
市
内
小
・
中
・
高
等
学
校
が
休
校
と
な
り
、
保
育
所
、
幼
稚
園
も
休
園
と
な
り
ま

し
た
。
６
月
か
ら
は
徐
々
に
学
校
等
は
再
開
さ
れ
、「
新
た
な
日
常
」
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
時
間
は
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
数
か
月
は
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
出
来
事
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
大
人
で
さ
え
も
、
戸
惑
い
な
が
ら

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
不
安
で
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、
少
し
の
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
・
・
・
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
非
常
事
態
時
に
起

こ
る
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
と
い
え
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、「
ま
ほ
う
の
深
呼
吸
」
や
、「
肩
の
上
げ
下
げ
運
動
」
な
ど
を
し
、
心
を
落
ち
着

か
せ
て
、
元
気
な
毎
日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
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心と体の　セルフケアハンドブックを作成
新型コロナウイルスに負けないぞ

▲みくちゃんのイラストを入れてわかりやすく説明しています

　ハンドブックでは、新型コロナウイルス感染症対策や心と体の健康維持の方法、相談機関
などを紹介しています。ハンドブックを手に取っていただき、自らの心や体に対して進んで
働きかけることで、心も体も健康に保たれます。新型コロナウイルス感染症に起因するさま
ざまな事柄に、みなさんで立ち向かいましょう。子どもたちはもちろん、保護者、家族の皆
さんで取り組んでいただける内容になっていますので、一度ご覧いただき実践していただけ
ればと思います。

【配布先・配布時期について】
　７月中旬に、市内小・中学校、保育園・幼稚園の子どもたちへ配布すると共に、市内の子
どもに関係する機関などに設置させていただきます。
　大和高田市ホームページでも、７月中旬頃から公開しますので、興味のある方は是非ご覧
いただき、実践してみてください。

※なお、上記掲載冊子のイメージ内容は作成中のものであり、配布時と異なることがあります。

〔
青
少
年
課　
☎
23
・
１
３
２
２
〕
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「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
例

１
．一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策

２
．日
常
生
活
を
営
む
上
で
の

基
本
的
生
活
様
式

【
感
染
防
止
の
3
つ
の
基
本
】　　

●
身
体
的
距
離
の
確
保

●
マ
ス
ク
の
着
用

●
手
洗
い

○�

人
と
の
間
隔
は
、で
き
る
だ
け
２
ｍ（
最
低
１
ｍ
）

空
け
る

○
遊
び
に
行
く
な
ら
屋
内
よ
り
屋
外
を
選
ぶ

○�

会
話
を
す
る
際
は
、
可
能
な
限
り
真
正
面
を
避

け
る

○�

外
出
時
、
屋
内
に
い
る
と
き
や
会
話
を
す
る
と

き
は
、
症
状
が
な
く
て
も
マ
ス
ク
を
着
用

○�

家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず
手
や
顔
を
洗
う
。
で
き
る

だ
け
す
ぐ
に
着
替
え
る
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る

○�

手
洗
い
は
30
秒
程
度
か
け
て
水
と
石
け
ん
で
丁

寧
に
洗
う
（
手
指
消
毒
薬
の
使
用
も
可
）

※�

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
よ
う
な
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
と
会
う
際
に
は
、
体
調
管
理
を
よ
り

厳
重
に
す
る
。

【
移
動
に
関
す
る
感
染
対
策
】

○��

感
染
が
流
行
し
て
い
る
地
域
か
ら
の
移
動
、
感

染
が
流
行
し
て
い
る
地
域
へ
の
移
動
は
控
え
る

○�

帰
省
や
旅
行
は
控
え
め
に
。
出
張
は
や
む
を
得

な
い
場
合
に

○�
発
症
し
た
と
き
の
た
め
、
誰
と
ど
こ
で
会
っ
た

か
を
メ
モ
に
す
る

○
地
域
の
感
染
状
況
に
注
意
す
る

○
ま
め
に
手
洗
い
・
手
指
消
毒

○
「
３
密
」
の
回
避
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

○
こ
ま
め
に
換
気

○
身
体
的
距
離
の
確
保

○�

毎
朝
の
体
温
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
発

熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理
せ

ず
自
宅
で
療
養 ×
× ×
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３
．日
常
生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式

４
．働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル

【
買
い
物
】　

○
通
販
も
利
用

○
１
人
ま
た
は
少
人
数
で
す
い
た
と
き
に

○
電
子
決
済
の
利
用

○
計
画
を
立
て
て
素
早
く
済
ま
す

○
サ
ン
プ
ル
な
ど
展
示
品
へ
の
接
触
は
控
え
め
に

○
レ
ジ
に
並
ぶ
と
き
は
、
前
後
に
ス
ペ
ー
ス

【
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
】　

○
公
園
は
す
い
た
時
間
、
場
所
を
選
ぶ

○
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
自
宅
で
動
画
を
活
用

○
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人
数
で

○
す
れ
違
う
と
き
は
距
離
を
と
る
マ
ナ
ー

○
予
約
制
を
利
用
し
て
ゆ
っ
た
り
と

○
狭
い
部
屋
で
の
長
居
は
無
用

○
歌
や
応
援
は
、
十
分
な
距
離
か
オ
ン
ラ
イ
ン

【
公
共
交
通
機
関
の
利
用
】　

○
会
話
は
控
え
め
に

○
混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
て

○
徒
歩
や
自
転
車
利
用
も
併
用
す
る

【
食
事
】

○
持
ち
帰
り
や
出
前
、
デ
リ
バ
リ
ー
も

○
屋
外
空
間
で
気
持
ち
よ
く

○
大
皿
は
避
け
て
、
料
理
は
個
々
に

○
対
面
で
は
な
く
横
並
び
で
座
る

○
料
理
に
集
中
、
お
し
ゃ
べ
り
は
控
え
め
に

○�

お
酌
、
グ
ラ
ス
や
お
猪
口
の
回
し
の
み
は
避
け

て

【
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
親
族
行
事
】　

○
多
人
数
で
の
会
食
は
避
け
て

○�

発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
参
加
し
な

い

○
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

○
時
差
通
勤
で
ゆ
っ
た
り
と

○
オ
フ
ィ
ス
は
広
々
と

○
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン

○
名
刺
交
換
は
オ
ン
ラ
イ
ン

○
対
面
で
の
打
合
せ
は
換
気
と
マ
ス
ク
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５
月
22
日
㈮
、
株
式
会
社
西
垣
よ
り
、
自

社
で
製
作
し
た
マ
ス
ク
２
，０
０
０
枚
の
寄
贈

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
庁
さ
れ
た
西
垣
祐
希
さ
ん
と
三
辻
雅
也

さ
ん
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
マ
ス
ク
不
足
の
中
、
靴
下
の
素
材

を
使
用
し
て
製
作
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

寄
贈
に
際
し
、マ
ス
ク
を
試
着
し
た
堀
内
市

長
は「
着
け
心
地
が
よ
く
、大
変
気
に
入
り
ま

し
た
。
感
染
防
止
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。」と

話
し
ま
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
今
回
の
マ
ス
ク
の
寄
贈
に

終
わ
ら
ず
、
今
後
は
会
社
と
行
政
で
お
互
い

に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
９
４
〕

靴
下
素
材
で
自
社
製
作
し
た

マ
ス
ク
を
寄
贈

西垣祐希さん(左)と堀内市長(右)

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

春
の
叙
勲

　

第
34
回
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
、

尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま

す
。瑞

宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

岡
本
　
秀
雄
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

西
森
　
隆
司
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

小
橋
　
雅
行
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

新
森
　
和
男
さ
ん

　

令
和
2
年
春
の
叙
勲
に

お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
、

各
々
の
分
野
で
尽
力
さ
れ

た
功
労
に
よ
り
、
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
す
。

旭
日
小
綬
章

（
生
活
衛
生
功
労
）

吉
井
　
眞
人
さ
ん

旭
日
双
光
章

（
母
子
福
祉
功
労
）

平
井
　
豊
子
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

（
調
停
委
員
功
労
）

甲
村
　
誠
子
さ
ん

　

5
月
14
日
㈭
、
大
和
清
掃
企

業
組
合（
角
川
米
治
代
表
理
事
）

よ
り
、
マ
ス
ク
１
，０
０
０
枚

の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
堀
内
市
長

は
、「
貴
重
な
マ
ス
ク
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
５
〕

マ
ス
ク
の
寄
贈

角川取締役（左）と堀内市長（右）
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６
月
８
日
㈪
、
総
合
公
園
で
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
、
プ
ー
ル
棟
な
ど
の
公
共
施
設
の

劣
化
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
劣
化
調
査
は
、
従
来
の

調
査
方
法
に
比
べ
、
安
全
性
が
高
く
、
コ
ス

ト
縮
減
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
的
に
も
事
例
が
少
な
く
、
関
西
圏
の
自
治

体
で
は
、
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
民
間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、

費
用
を
か
け
る
こ
と
な
く
行
っ
て
お
り
、
検

証
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
施
設
管
理

の
質
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

〔
財
産
管
理
課　
内
線
２
２
２
〕

6
月
8
日
㈪
、
株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
代

表
取
締
役
の
西
村
秀
仁
さ
ん
お
よ
び
株
式

会
社
Ｓ
Ｋ
工
業
代
表
取
締
役
の
澤
田
博
之

さ
ん
よ
り
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
３
６
０
本
の

寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

使
い
道
と
し
て
は
、
学
校
・
園
な
ど
児

童
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
希
望
さ
れ
て
い
ま

す
。寄

贈
を
受
け
た
堀
内
市
長
は
、「
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。〔秘

書
課　
内
線
３
１
２
〕

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
公
共
施

設
劣
化
調
査
の
有
効
性
検
証

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
寄
贈

プール棟の屋根の劣化調査をするため、
ドローンを操作する様子 西村秀仁さん（左）と堀内市長（右）

　

６
月
４
日
㈭
、
株
式
会
社
セ
イ
キ
よ
り
、
医

療
用
マ
ス
ク
２
，０
０
０
枚
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
３
，０
０
０
枚
、
使
い
捨
て
ガ
ウ
ン
６
０
０
着
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
４
台
の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
寄
贈
を
受
け
て
堀
内
市
長
は
「
非
常
に
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幅
広

く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お
礼
を
伝

え
、
来
庁
さ
れ
た
代
表
取
締
役
の
栗
本
篤
志
さ
ん

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
加

え
て
、
災
害
用
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

医
療
用
マ
ス
ク
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、使
い
捨
て
ガ
ウ
ン
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
を
寄
贈

栗本篤志さん（左）と堀内市長（右）

　
５
月
28
日
㈭
、
地
域
交
流
空
間
エ
ン
ジ
ェ
ル
と

社
会
福
祉
法
人
慈
光
園
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
手
作
り
し
た
医
療
用

ガ
ウ
ン
約
１
，３
０
０
枚
の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
に
お
い
て
医
療
従
事
者
が
使
う
医

療
用
ガ
ウ
ン
が
不
足
す
る
中
、
医
療
従
事
者
の
た

め
に
製
作
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

堀
内
市
長
は
「
大
変
な
時
期
な
の
に
、
市
立
病

院
の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
使
っ
て
手
作
り
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
医
療
用
ガ
ウ

ン
は
使
い
捨
て
の
た
め
、
い
く
つ
あ
っ
て
も
困
ら
な

い
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

手
作
り
の
医
療
用
ガ
ウ
ン
を
寄
贈

左から岸本麻美さん（空間エンジェル）、
山本直樹さん（慈光園）、堀内市長
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総
務
財
政
委
員
会

委
員
長　

島
田
宗
彦

副
委
員
長　

仲
本
博
文

委
　
　
員　

向
川
征
秀

砂
原
弘
治

戸
谷
仁
史

泉
尾
安
廣

民
生
文
教
委
員
会

委
員
長　

沢
田
洋
子

副
委
員
長　

横
田
誠
治

委
　
　
員　

萬
津
力
則

南
幾
一
郎

橋
本
俊
哉

森
本
尚
順

環
境
建
設
委
員
会

委
員
長　

米
田
昌
玄

副
委
員
長　

西
川
繁
和

委
　
　
員　

植
田
龍
一

所　
　

進

西
村
元
秀

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

戸
谷
仁
史

副
委
員
長　

橋
本
俊
哉

委
　
　
員　

萬
津
力
則

植
田
龍
一

沢
田
洋
子

砂
原
弘
治

仲
本
博
文

島
田
宗
彦

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

橋
本
俊
哉

副
委
員
長　

向
川
征
秀

委
　
　
員　

植
田
龍
一

横
田
誠
治

戸
谷
仁
史

仲
本
博
文

島
田
宗
彦

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
特
別
委
員
会

委
員
長　

萬
津
力
則

副
委
員
長　

泉
尾
安
廣

委
　
　
員　

所　
　

進

米
田
昌
玄

南
幾
一
郎

橋
本
俊
哉

西
川
繁
和

奈
良
県
葛
城
地
区

清
掃
事
務
組
合
議
会

議
員

横
田
誠
治

仲
本
博
文

西
村
元
秀

葛
城
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
議
員植田

龍
一

西
村
元
秀

山
辺･

県
北
西
部

広
域
環
境
衛
生
組
合

議
会
議
員

植
田
龍
一

泉
尾
安
廣

令
和
２
年
５
月
臨
時
市
議
会
は
、
５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
１
件
を
同
意
す
る
な
ど
市
議
会
の
構
成
を
決
め
る
と
と
も
に
、
主
に
本
市

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
連
す
る
案
件
と
し
て
、
専
決
処
分
の
報
告

３
件
を
承
認
、条
例
案
件
４
件
、補
正
予
算
案
件
３
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
市
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

 ５月臨時市議会

市議会の構成が決
まり、本市の新型
コロナウイルス感
染症対策について
審 議 さ れ ま し た。

議　
　

長　
　

西
村　

元
秀

副
議
長　
　

森
本　

尚
順

監
査
委
員　
　

南　

幾
一
郎

市
立
病
院
医
療
職

新
規
採
用
者
募
集

▽
職
種

　

�

看
護
師・
薬
剤
師・
臨
床
工
学
士・
作
業

療
法
士・
理
学
療
法
士・
臨
床
検
査
技

師・言
語
聴
覚
士

◎
第
１
次
試
験
の
日
時
・
会
場

　
▽
日
時　
８
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
▽
会
場　
市
立
看
護
専
門
学
校

※
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定

※�

各
職
種
の
応
募
状
況
な
ど
に
よ
り
、第

２
次
試
験
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※�

採
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、市
立
病
院

総
務
課
内「
大
和
高
田
市（
市
立
病
院
）

職
員
採
用
試
験
委
員
会
事
務
局
」（
☎

53・
２
９
０
１
）ま
で
問
い
合
わ
せ
、

ま
た
は
、市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ym
-hp.yam

atotak
ada.nara.jp

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
立
病
院　

総
務
課　

☎
53
・
２
９
０
１
〕

令
和
3
年
４
月
１
日
採
用
予
定
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時～午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線274　 0745-44-3117　※祝日、年末年始、昼休みを除く。要予約。
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後4 時 30 分

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　☎ 22-0931　 ※祝日、年末年始を除く。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
関
連
し
た
相
談

が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
市
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
マ
ス
ク
が
外
国
か
ら
届
い
た
！
」

　
自
宅
ポ
ス
ト
に
海
外
か
ら
の
郵
便
物
が
入
っ
て
い
た
。

外
の
包
み
を
開
け
て
み
る
と
50
枚
ほ
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
に
包

ま
れ
た
使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
よ
う
だ
。
宛
名
に
は
確
か
に

自
分
の
名
前
と
住
所
が
書
い
て
あ
る
が
申
し
込
ん
だ
覚
え

が
な
い
。
家
族
に
も
聞
い
て
み
た
が
誰
も
心
当
た
り
が
な

い
と
言
う
。
請
求
書
も
入
っ
て
い
な
い
。
送
り
主
の
名
前

も
分
か
ら
ず
、
後
で
高
額
な
請
求
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

(

60
代
　
男
性)

　
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
商
品
を
送
り
付
け
、
後
で

代
金
を
請
求
す
る
販
売
方
法
を
「
送
り
付
け
商
法
」、
ま
た

は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的

に
は
商
品
と
一
緒
に
請
求
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
今
回
の
特
徴
は
請
求
書
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
海

外
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

特
定
商
取
引
法
で
は　

事
業
者
に
引
取
り
依
頼
の
電
話

を
か
け
て
か
ら
７
日
間
、
連
絡
を
し
な
く
て
も
14
日
間
が
過

ぎ
れ
ば
、
受
け
取
っ
た
側
が
自
由
に
処
分
し
て
も
構
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
話
を
掛
け
る
こ
と
で
事
業
者

に
電
話
番
号
を
知
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
14
日
間
保
管
し
た

後
、
自
由
に
処
分
す
る
よ
う
に
と
消
費
者
庁
で
は
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
後
で
請
求
を
受
け
て
も
契
約
は
成
立
し
て
い
な

い
の
で
代
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た
消
費
者
被
害
が
全

国
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
ク
の
送
り
付
け
商
法
の
他
、
高
額
す
ぎ
る
マ
ス
ク

を
注
文
し
て
し
ま
っ
た
が
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
、
ネ
ッ

ト
通
販
で
注
文
し
た
マ
ス
ク
が
届
か
な
い
な
ど
、
マ
ス
ク

不
足
の
不
安
か
ら
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
事
例
は
、
商
品
が
マ
ス
ク
で
す
が
、
そ
の

他
に
消
毒
液
の
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
健
所
や
省
庁
の

職
員
に
成
り
す
ま
し
て
、「
家
族
は
何
人
か
」
と
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
電
話
が
あ
り
、
う
っ
か
り
家
族
構

成
や
か
か
り
つ
け
医
院
の
名
前
、
持
病
、
服
用
薬
を
教
え

て
し
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
万
円
給
付
の
「
特
別
定
額
給
付
金
」
に
つ
い

て
、
総
務
省
は
「
市
町
村
が
口
座
番
号
や
世
帯
構
成
を
電

話
や
郵
便
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
な

い
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
ご

注
意
！

中高年も注意！
SNSをきっかけとし
た消費者トラブル

SNSで抽選10名に100万円プ
レゼントっていう企画があった
のですが、博士も応募しません
か？

うーん…ちょっと怪しい気もす
るけど…

まあ、応募するだけなら無料で
しょうからとりあえず応募してみ
ます。

もし応募して相手とやりとりを
する段階でお金がかかりそうに
なったらやめた方がいいよ。

はい！気をつけます！

最近では中学生や高校生など
の若年層だけでなく、中高年層
でもSNSトラブルがここ10年
間、毎年増えてるからね。

えー！そうなんですか？ 

儲け話をきっかけにお金を奪
い取ろうとするケースも多いか
ら、将来の不安を抱えている中
高年層も巻き込まれることも増
えているようだよ。

なるほど…若年層よりは貯蓄が
多くて、SNSやネット関係の知
識が若年層に比べると少ないか
ら狙われやすいんですね…

そうだね。いつも言っているけ
ど、誰でも見れるSNSで儲け話
がある時点でとりあえずは疑わ
ないといけないよ。みくちゃん
も注意してね。

そ、そうですねー…（プレゼント
企画に応募しようとしていただ
けに耳が痛い…）
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
の
処

分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

古
い
工
場
や
ビ
ル
を
お
持
ち

の
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）
含
有
電
気
機
器
（
変
圧
器
、
コ
ン
デ

ン
サ
ー
、業
務
用
蛍
光
灯
安
定
器
な
ど
）
は
、

使
用
中
で
あ
っ
て
も
、
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の
処
分
が
法
で
義
務
付
け
ら
れ
、

処
分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
処
分
し
な
い
と
、
罰
則
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
電
気
室
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
や
事
務
所
、
倉
庫
な
ど
を
確

認
し
、
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
届
出
の

上
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
機
器
を
不
法
投
棄
や
不

適
正
な
方
法
で
処
分
し
た
場
合
は
、
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
水
循
環
・
森
林
・
景
観
環
境
部

　
廃
棄
物
対
策
課　
産
業
廃
棄
物
第
二
係

　
☎
０
７
４
２
・
27
・
８
７
４
７

　
公
益
財
団
法
人

　
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団

　
（
東
京
都
内
・
技
術
的
相
談
窓
口
）

　
☎
０
１
２
０・
９
８
５・
０
０
７

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

ご
み
の
持
込
み
が
増
加
し

て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
自
宅
で

過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
の
時
間
を

利
用
し
て
家
の
片
づ
け
を
す
る
人
が
増
え

た
こ
と
で
、「
ご
み
の
持
込
み
」
が
前
年
の

４
月
と
比
較
す
る
と
約
55
ト
ン
（
前
年
と

比
べ
約
２
倍
）
増
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
物
や
人
の

移
動
に
よ
り
感
染
拡
大
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、当
面
の
間
は
「
ご
み
の
持
込
み
」

の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
持
込
み
を
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

◦
今
す
ぐ
に
処
分
す
る
必
要
の
な
い
ご
み

◦
市
の
収
集
に
出
せ
る
ご
み

〔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
企
画
整
備
課　

☎
52
・
１
６
０
０
〕

空
き
家
に
お
け
る

放
火
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

突
然
で
す
が
、
火
災
の
発
生
原
因
と
し

て
、
最
も
多
い
も
の
は
何
か
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
実
は
、
放
火
（
疑
い
含
む
）
に
よ

る
火
災
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
空
き
家
に
お
け
る
放

火
防
止
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

放
火
が
起
こ
り
や
す
い
要
因
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◦�

敷
地
内
、
建
物
内
へ
容
易
に
出
入
り
が

で
き
る
。

◦�

建
物
周
辺
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
大
量

に
あ
る
。

◦
付
近
住
民
の
関
心
が
薄
い
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
整
備
す
る
こ
と
が
放
火

予
防
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
放
火
犯
は
「
人
の
目
」
を
も
っ

と
も
嫌
い
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
充
実
し
て
い
る
地
域
で
は
放
火
の
被
害

が
少
な
い
と
の
報
告
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
を
放
火
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
周

囲
の
空
き
家
に
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
７
月
は
そ

の
強
調
月
間
で
す
。

◦ 

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
支
え
ま
し
ょ
う

◦ 

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
地
域
社

会
で
支
え
ま
し
ょ
う

◦�

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
で
理

解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

※ 

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
活
動
な
ど
自
粛
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
５
〕

青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
強
調
月
間

　

市
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚
、
青
少

年
の
非
行
防
止
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
浄
化
を
目
標
と
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
る
運
動
期
間
で
す
。

▽
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈪

▽
実
施
機
関

　

 

大
和
高
田
市
・
大
和
高
田
市
教
育
委
員

会
・
奈
良
県
高
田
警
察
署

〔
青
少
年
セ
ン
タ
ー　
☎
23
・
１
３
２
２
〕
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浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
は
、
水
洗
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水

や
台
所
、
風
呂
な
ど
か
ら
の
排
水
を
、
微

生
物
の
働
き
に
よ
り
き
れ
い
に
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
は
、
正
し
く
維
持

管
理
し
な
い
と
、
悪
臭
や
河
川
・
海
を
汚

す
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
浄
化
槽
の
設

置
者
が
責
任
を
も
っ
て
浄
化
槽
の
管
理
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

定
期
的
に
点
検
や
清
掃
を
し
な
い
と
、

浄
化
機
能
が
衰
え
、
異
臭
が
発
生
し
、
汚

物
や
汚
水
が
流
れ
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
管
理
者
は
浄
化
槽

法
に
よ
り
、
保
守
点
検
、
清
掃
を
実
施
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
届
出
に
つ
い
て

　

 　

設
置
届
や
廃
止
届
な
ど
各
種
届
出
の

義
務
が
あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、

奈
良
県
景
観
・
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
４
・
47
・
３
７
９
０
）
へ
お
願
い

し
ま
す
。

◦
保
守
点
検 

　

 　

年
に
数
回
（
浄
化
槽
の
種
類
に
よ
り

回
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
県
知
事

の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守
点
検
業

者
に
依
頼
し
、
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
法
定
検
査 

　

 　

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関
が
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
【
７
条
検
査
】

　

 　

浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
て
３
か
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
５
か
月
の
間
に
実

施
す
る
検
査
で
す
。

　
【
11
条
検
査
】

　

 　

年
１
回
実
施
す
る
、
外
観
・
排
水
・

書
類
の
検
査
で
す
。

※ 

保
守
点
検
・
法
定
検
査
業
者
に
つ
い
て

は
、（
社
）
奈
良
県
環
境
保
全
協
会
（
☎

22
・
５
１
６
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

◦
清
掃
（
く
み
取
り
）

　

 　

大
和
高
田
市
長
の
許
可
を
受
け
た
業

者
に
依
頼
し
、
年
1
回
以
上
の
清
掃
を

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に
よ
り
業
者
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
使
用
を
中
止
す
る

時
も
、
必
ず
業
者
に
連
絡
し
て
最
終
く

み
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

許
可
業
者

◦
お
お
や
ま
と
環
境
整
美
事
業
協
同
組
合 

　
☎
52
・
２
９
８
２ 

◦
大
和
清
掃
企
業
組
合 

 
 

　
☎
52
・
３
３
７
２ 

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

▽
会
員
数　
２
９
３
人

▽�

活
動
概
要

　

戦
没
者
の
慰
霊
の
念
と
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
、戦
没
者
遺
族
間
の
交
流
を
図
る
た

め
、追
悼
法
要（
４
月
）、忠
霊
塔
清
掃・参
拝（
８

月
）、市
追
悼
式（
11
月
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国・
県
の
追
悼
式
や
護
国
神
社
春・

秋
季
大
祭
へ
の
参
列
な
ど
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

▽�

団
体
理
念　
戦
没
英
霊
の
祭
祀
な
ら
び
に

戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、社
会
の
秩
序
と
そ
の
美
風
を
顕
彰

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
連
絡
先

　
大
和
高
田
市
社
会
福
祉
課

　
☎
22・１
１
０
１

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）

に
登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介

し
ま
す（
順
不
同
）。

　

一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た
は

興
味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・3
２
１
０
〕

大
和
高
田
市
遺
族
会

　
〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

手し
ゅ

話わ

を
覚お
ぼ

え
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、ま
だ
ま
だ
、油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
日
、
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保
健

所
の
方
々
や
医
療
従
事
者
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
方
々
へ
。

〈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〉

　
右み
ぎ
手て

の
手て

の
ひ
ら
を
立た

て

て
、
手て

の
甲こ
う

を
１
回か
い

た
た

く
。
同ど
う
時じ

に
頭あ
た
まを
下さ

げ
る
。

毎
日
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

〈
お
疲
れ
さ
ま
〉

① 

右み
ぎ
手て

の
握に
ぎ
り
こ
ぶ
し
で
左
ひ
だ
り

手て

首く
び
の
甲こ
う
を
２
回か
い
た
た
く
。

② 

右み
ぎ
手て

を
顔か
お
の
前ま
え
に
立た

て
、

そ
の
ま
ま
前ま
え

に
突つ

き
出だ

す
。

同ど
う
時じ

に
頭あ
た
まも
下さ

げ
る
。

こ
の
危
機
を
、頑
張
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
ば
る(

元
気)

〉

　

両
り
ょ
う

手て

の
握に
ぎ

り
こ
ぶ
し
胸む
ね

の
前ま
え

で
２
回か
い

上じ
ょ
う

下げ

す
る

（〝
元
気
〟も
こ
の
手し
ゅ

話わ

に

な
り
ま
す
）。
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
夏
の
む
く
み
対
策
」

　
夕
方
に
な
る
と
脚
が
む
く
ん
で

パ
ン
パ
ン
に
な
り
重
だ
る
い
…
。

　
「
む
く
み（
浮
腫
）」は
、体
の
中

の
余
分
な
水
分
を
う
ま
く
排
出
で

き
な
い
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。汗

を
た
く
さ
ん
か
く
夏
は
、む
く
み

と
は
無
関
係
の
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、実
は
冷
房
や
冷
た
い
食
べ
物・

飲
み
物
の
と
り
す
ぎ
に
よ
っ
て
む

く
み
を
起
こ
し
や
す
い
季
節
で

す
。「
た
か
が
む
く
み
」と
放
っ
て

お
く
と
体
の
だ
る
さ
や
夏
ば
て
に

つ
な
が
り
ま
す
。む
く
み
を
次
の

日
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
、セ
ル

フ
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
の
予
防
の
た
め
に
水
分

補
給
が
大
切
な
時
期
で
す
が
、暑

い
か
ら
と
い
っ
て
冷
た
い
も
の
ば

か
り
と
っ
て
い
る
と
身
体
を
冷
や

し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、一
気
に

大
量
の
水
分
を
と
る
と
水
分
の
と

り
過
ぎ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。水
分
は
な
る
べ
く
常
温
の
も

の
で
、少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
飲

む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

人
は
、エ
ア
コ
ン
に
よ
る
冷
え
に

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。身
体
が

冷
え
る
と
血
行
不
良
を
引
き
起

こ
し
、水
分
の
代
謝
を
悪
く
し
ま

す
。立
ち
仕
事
や
座
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
人
は
、下
半
身
に
体
液

が
た
ま
り
下
肢
が
む
く
み
や
す
く

な
り
ま
す
。カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、ひ
ざ

掛
け
、靴
下
な
ど
を
利
用
し
て
体

の
保
温
に
努
め
、と
き
ど
き
屈
伸

運
動
や
足
踏
み
、足
首
回
し
、ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
を
行
っ
て
下
肢
の
血

行
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
風
呂
は
ぬ
る
め
の
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
と
浸
か
り
、冷
房
で
冷
え

た
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。発
汗
が
促

さ
れ
、余
分
な
水
分
を
排
出
し
ま

す
。手
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
さ

ら
に
効
果
的
で
す
。夜
は
ク
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
下
肢
を
高
く
上
げ
て
寝

る
よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
て
い
る

カ
リ
ウ
ム
は
、体
内
の
過
剰
な
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し
、む
く
み
の

解
消
に
役
立
ち
ま
す
。ス
イ
カ・キ

ウ
イ・バ
ナ
ナ
、き
ゅ
う
り
、納
豆
、

海
藻
類
、き
の
こ
類
、ナ
ッ
ツ
類
な

ど
を
積
極
的
に
食
事
に
取
り
入
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕

産
婦
人
科
の
ご
紹
介

　
産
婦
人
科
は
、
現
在
常
勤
医
６

名
、
非
常
勤
医
１
名
の
体
制
で

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
勤

医
は
男
性
３
名
、
女
性
３
名
で
、

産
科
外
来
の
火
曜
日
、
木
曜
日

お
よ
び
婦
人
科
外
来
の
水
曜
日
、

金
曜
日
は
女
性
医
師
で
す
の
で
、

女
性
医
師
の
診
察
を
希
望
す
る

人
は
、
該
当
日
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
子
宮
が
ん
検
診

を
希
望
す
る
人
は
、
水
曜
日
午

後
、
木
曜
日
午
前
に
電
話
で
予

約
が
可
能
で
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
６
月
よ

り
女
性
の
た
め
の
検
診
（
ブ
ラ

イ
ダ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
を
始
め
ま

す
。
こ
れ
は
結
婚
前
や
妊
娠
前

に
、
婦
人
科
検
診
に
加
え
、
感

染
症
、
内
分
泌
疾
患
な
ど
妊
娠

に
影
響
を
与
え
る
疾
患
に
関
し

て
精
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
火
曜
日
・
木
曜

日
午
前
に
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

　

産
科
診
療
に
関
し
て
は
、
以

前
は
地
域
制
限
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
小
児
科
が
新
生
児

専
門
医
研
修
補
完
施
設
の
認
定

を
受
け
、
常
勤
医
６
名
の
体
制

と
な
り
、
分
娩
制
限
を
解
除
し

ま
し
た
。
現
在
ハ
イ
リ
ス
ク
分

娩
や
ハ
イ
リ
ス
ク
帝
王
切
開
時

に
は
、
小
児
科
医
師
立
ち
会
い

で
行
い
、
妊
娠
35
週
以
降
の
早

産
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

婦
人
科
診
療
に
関
し
て
は
、

良
性
疾
患
に
対
し
て
は
で
き
る

だ
け
低
侵
襲
に
手
術
を
行
う
こ

と
と
し
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
で
放
射
線
治
療
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
子
宮
が

ん
、
卵
巣
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫

瘍
に
対
し
て
、手
術
、化
学
療
法
、

放
射
線
治
療
に
よ
る
集
学
的
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
科
は
奈
良
医
科
大
学
産
婦

人
科
教
室
の
関
連
病
院
で
あ
り
、

大
学
と
連
携
し
、
中
和
地
域
の

産
婦
人
科
医
療
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に

対
応
し
、
安
心
・
安
全
な
医
療

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
和
高
田
市
立
病
院

産
婦
人
科　
部
長　
堀
江
清
繁

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
差
別
意
識
や

偏
見
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
、
厳
し

い
空
気
が
世
界
を
覆
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
増
加
し
た
際
の
、
医
療
関
係
者

や
そ
の
家
族
へ
の
偏
見
や
差
別
は

深
刻
な
も
の
で
し
た
。
医
師
が
感

染
し
た
あ
る
地
域
で
は
、
医
療
関

係
者
が
引
っ
越
し
を
す
る
と
き
、

業
者
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た

り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
拒
否
を
さ

れ
た
り
と
い
う
事
案
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、病
院
受
付
の
職
員
が
、

別
の
場
所
で
「
ば
い
菌
を
ま
き
散

ら
す
か
ら
来
る
な
」
と
言
わ
れ
た

事
案
も
あ
り
、
病
気
の
被
害
者
で

あ
る
感
染
者
へ
の
偏
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　

外
出
自
粛
に
よ
り
、
家
庭
内

に
も
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
…
親
密
な
関
係
に
あ

る
も
の
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
も

の
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
）
の

専
門
家
は
、「
外
出
と
い
う
選
択

肢
が
奪
わ
れ
る
と
、
家
は
監
獄

の
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
家
庭

で
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

人
た
ち
の
身
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
ま
す
。
仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ

ス
や
経
済
的
不
安
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
深
刻
な
事
態
に
発
展

し
か
ね
な
い
の
で
す
。」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
日
本
赤
十
字
社

は
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切

る
た
め
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
み

ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
乗
り
切
る

こ
と
を
私
た
ち
に
訴
え
か
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
積
み
上
げ
て
き
た
学
び

と
重
な
る
も
の
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

拡
大
し
て
い
た
間
の
学
習
や
活

動
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
共
に
、
試
練
克
服
に

立
ち
向
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕
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私
た
ち
の
人
権
感
覚
を
問
い
つ
つ
前
へ

　
今こ
ん
か
い回
は
、
母は
は
お
や親
と
二ふ
た
り
ぐ
人
暮

ら
し
で
あ
り
、
働は
た
らき
た
い

気き
も持
ち
は
あ
る
が
、
母は
は
お
や親
の

介か
い
ご護
で
働は
た
らく
時じ
か
ん間
が
な
い
Ｎ

さ
ん
の
お
話は
な
しで
す
。

　

Ｎ
さ
ん
は
母は
は
お
や親
の
介か
い
ご護
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
母は
は
お
や親
の

認に
ん
ち
し
ょ
う

知
症
が
ひ
ど
く
な
っ
た
こ

と
が
原げ
ん
い
ん因
で
、
仕し
ご
と事
を
退
た
い
し
ょ
く職

し
ま
し
た
。
そ
の
後ご

は
預よ
き
ん金

を
使つ
か
い
な
が
ら
の
生せ
い
か
つ活
を

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
困
こ
ん
き
ゅ
う
窮
す

る
と
思お
も
い
、
相そ
う
だ
ん談
に
来き

て
く

れ
ま
し
た
。

　
相そ
う
だ
ん
い
ん

談
員
は
、
ま
ず
Ｎ
さ
ん

が
退
た
い
し
ょ
く
職
し
て
か
ら
1
年ね
ん
未み
ま
ん満

で
、
失
し
つ
ぎ
ょ
う業
保ほ
け
ん険
申し
ん
せ
い請
期き
か
ん
な
い
間
内

で
あ
っ
た
こ
と
を
確か
く
に
ん認
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
雇こ
よ
う用
保ほ
け
ん険
相そ
う
だ
ん
か
か
り

談
係
に

案あ
ん
な
い内
し
、
失
し
つ
ぎ
ょ
う業
保ほ
け
ん険
を
受
じ
ゅ
き
ゅ
う給

で
き
る
手て
つ
づ続
き
を
行お
こ
ない
ま
し

た
。

　

次つ
ぎ
に
Ｎ
さ
ん
か
ら
就
し
ゅ
う
し
ょ
く職

支し
え
ん援
を
し
て
ほ
し
い
と
の

要よ
う
ぼ
う望
が
あ
っ
た
た
め
、
就
し
ゅ
う
ろ
う労

支し
え
ん
い
ん

援
員
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

連れ
ん
け
い携し
て
、
履り
れ
き
し
ょ
歴
書
の
書か

き
方か
た

や
面め
ん
せ
つ接
練れ
ん
し
ゅ
う
習
を
行お
こ
ない
ま
し
た
。

Ｎ
さ
ん
は
熱ね
っ
し
ん心
に
取と

り
組く

み
、

そ
の
が
ん
ば
り
も
あ
り
、
介か
い
ご護

の
時じ
か
ん間
が
取と

れ
る
よ
う
な
希き
ぼ
う望

の
職し
ょ
く
ば場
を
探さ
が
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

不ふ
き
ょ
う況
で
就し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先
が
少す
く
な
い

中な
か
で
も
、
Ｎ
さ
ん
の
家か
て
い庭
を
支さ
さ

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気き

も持
ち
が
報む
く
わ
れ

て
、
本ほ
ん
と
う当
に
よ
か
っ
た
と
思お
も
い

ま
す
。

　
今こ
ん
ご後
も
私わ
た
した
ち
は
相そ
う
だ
ん
し
ゃ

談
者
の

生せ
い
か
つ活が
少す
こ
し
で
も
改か
い
ぜ
ん善
で
き
る

よ
う
に
、
寄よ

り
添そ

っ
て
支し
え
ん援
し

た
い
と
思お
も
っ
て
い
ま
す
。

　

自じ
ぶ
ん分
自じ
し
ん身
、
家か
ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち
い
き域
で
気き

に
な
る
人ひ
と
や
子こ

ど

も
の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

先ま

ず
は
一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ

て
く
だ
さ
い
ね
。

人
権
相
談
（
電
話
相
談
）

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
全
国
統
一
の
常
設
相
談

所
を
設
け
て
電
話
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０･

０
０
３･

１
１
０
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一般書

電子図書館 新着コンテンツ

新着図書のご案内

7 月のおはなし会

展示のご案内

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、7月の「おはなし会」「きらら」「えほんのじかん」は開催を中止します。
ご了承ください。

Word最強時短仕事術 高田 天彦／著 技術評論社
55 歳になったら遺言を書きなさい 井口 麻里子／著 あさ出版
知っておきたい日本の絶滅危惧植物図鑑 長澤 淳一／著 創元社
少量でおいしいジッパー袋でかんたん季
節の保存食

榎本 美沙／著 家の光協会

わたしに無害なひと チェ ウニョン／著 亜紀書房

児童書
まぎらわしい現実の大図鑑 アンドレア・ミルズ／文 東京書籍
北極と南極の「へぇ～」くらべてわかる地球のこと 中山 由美／文・写真 学研プラス
ぼくと母さんのキャラバン�� 柏葉 幸子／文 講談社
ゆりの木荘の子どもたち 富安 陽子／文 講談社
きりかぶのきりじいちゃん�� なかや　みわ／絵 小学館

お金が貯まる家計の仕組み 林 總／著 日本文芸社

レンジでかんたん !塩レモンレシピ 阪下 千恵／著 新星出版社

もっともっと知りたい無印良品の収納 本多 さおり／著 KADOKAWA

取れない疲れが一瞬で消える神ストレッチ 佐藤 義人／著 KADOKAWA

マンガで身につく大人の語彙力 齋藤 孝／著 扶桑社

■児童展示コーナーで、課題図書をはじめ、夏休みに読んでほしい本を集めています。
タイトル 著者 出版社

天使のにもつ いとう　みく／文 童心社
青いあいつがやってきた！？ 松井　ラフ／文 文研出版
山のちょうじょうの木のてっぺん 最上　一平／文 新日本出版社
フラミンゴボーイ マイケル・モーパーゴ／文 小学館
飛ぶための百歩 ジュゼッペ・フェスタ／文 岩崎書店
■一般展示コーナーで、「健康になろう」をテーマに本を集めています。
賢い食べ物は免疫力を上げる 上野川　修一／著 講談社
老筋トレ 枝光　聖人／監修 法研
知識ゼロからの野菜入門 植木　もも子／著 幻冬舎
病気を防ぐ！改善する！「食べ方」事典 「きょうの健康」番組制作班／編 主婦と生活社
知識ゼロからのウォーキング入門 小出　義雄／著 幻冬舎
■玄関展示コーナーで、映像化した本や話題の本を集めています。
汚れた桜 毎日新聞「桜を見る会」取材班／著 毎日新聞出版
本好きの下剋上 香月　美夜／著 TOブックス
劇場 又吉　直樹／著 新潮社
太陽は動かない 吉田　修一／著 幻冬舎
世界でいちばん貧しい大統領からきみへ ホセ・ムヒカ／文 汐文社
■玄関展示コーナーで、「小学生がえらぶ！こどもの本総選挙」に関する本を集めています。
あるかしら書店 ヨシタケ　シンスケ／著 ポプラ社
ざんねんないきもの事典 今泉　忠明／監修 高橋書店
ぼくらの七日間戦争 宗田　理／文 ポプラ社
おしりたんてい トロル／文 ポプラ社
ふしぎ駄菓子屋銭天堂 廣嶋　玲子／文 偕成社

〔市立図書館　☎52-3424〕
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市�市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第４水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前９時～午後５時の間に予約　定員４名
税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。
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